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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成24年12月27日(2012.12.27)

【公開番号】特開2010-231879(P2010-231879A)
【公開日】平成22年10月14日(2010.10.14)
【年通号数】公開・登録公報2010-041
【出願番号】特願2010-35638(P2010-35638)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ  20/12     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/10     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ  20/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ  20/12    　　　　
   Ｇ１１Ｂ  20/10    ３０１Ｚ
   Ｇ１１Ｂ  20/10    　　　Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５７２Ｆ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５７２Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５２０Ｃ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５５２Ａ
   Ｇ１１Ｂ  20/18    ５２０Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成24年11月12日(2012.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　情報記録媒体にデータを記録する記録部と、
　前記記録部によって記録されたデータが正しく再生できるかをベリファイするベリファ
イ部と、
　前記ベリファイ部によってベリファイされるベリファイ領域と、前記記録部によってデ
ータが記録される記録領域との間に所定間隔のギャップ領域を設け、ベリファイ処理と記
録処理とを回転待ちを挟んで連続して行う連続記録部と、
　前記連続記録部によってベリファイ処理及び記録処理が行われる過程においてエラーが
発生した場合、エラーが発生した領域を判別するエラー発生領域判別部と、
　前記エラー発生領域判別部によって判別されたエラーが発生した領域に応じてエラー処
理を行うエラー処理部とを備え、
　前記エラー処理部は、前記エラー発生領域判別部によって前記ギャップ領域でエラーが
発生したと判別された場合、前記エラー発生領域判別部によって前記ベリファイ領域でエ
ラーが発生したと判別された場合のエラー処理、及び前記エラー発生領域判別部によって
前記記録領域でエラーが発生したと判別された場合のエラー処理と異なるエラー処理を行
うことを特徴とする情報記録装置。
【請求項２】
　前記エラー処理部は、前記エラー発生領域判別部によって前記ベリファイ領域でエラー
が発生したと判別された場合、及び前記エラー発生領域判別部によって前記記録領域でエ
ラーが発生したと判別された場合は、記録すべきデータをスペア領域に記録する欠陥代替
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処理を含むエラー処理を行い、前記エラー発生領域判別部によって前記ギャップ領域でエ
ラーが発生したと判別された場合は、前記欠陥代替処理を含まないエラー処理を行うこと
を特徴とする請求項１記載の情報記録装置。
【請求項３】
　前記エラー処理部は、前記エラー発生領域判別部によって前記ギャップ領域でエラーが
発生したと判別され、かつ前記連続記録部によってデータの記録開始までに記録準備が間
に合わなかったと判別された場合、前記ギャップ領域の間隔を拡げることを特徴とする請
求項１又は２記載の情報記録装置。
【請求項４】
　前記エラー発生領域判別部は、
　前記記録領域でエラーが発生したことを表す情報に基づいて、前記記録領域でエラーが
発生したか否かを判別する記録エラー判別部と、
　前記ベリファイ処理及び前記記録処理がどれだけ完了したかを表す情報に基づいて、前
記ベリファイ領域に記録されたデータのベリファイが完了したか否かを判別するベリファ
イ完了判別部と、
　前記記録エラー判別部と前記ベリファイ完了判別部との判別結果に基づき、エラーが発
生した領域を特定する領域特定部とを含むことを特徴とする請求項１～３のいずれかに記
載の情報記録装置。
【請求項５】
　前記エラー発生領域判別部は、
　前記記録領域でエラーが発生したことを表す情報に基づいて、前記記録領域でエラーが
発生したか否かを判別する記録エラー判別部と、
　前記ギャップ領域でエラーが発生したことを表す情報に基づいて、前記ギャップ領域で
エラーが発生したか否かを判別するギャップ領域エラー判別部と、
　前記記録エラー判別部と前記ギャップ領域エラー判別部との判別結果に基づき、エラー
が発生した領域を特定する領域特定部とを含むことを特徴とする請求項１～３のいずれか
に記載の情報記録装置。
【請求項６】
　前記エラー発生領域判別部は、エラーが発生した領域のアドレスと、前記記録領域のア
ドレスと、前記ギャップ領域のアドレスとに基づき、エラーが発生した領域を判別するこ
とを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の情報記録装置。
【請求項７】
　前記エラー発生領域判別部は、処理が完了した領域のセクタ数と、前記ベリファイ領域
のセクタ数と、前記ギャップ領域のセクタ数とに基づき、エラーが発生した領域を判別す
ることを特徴とする請求項１～３のいずれかに記載の情報記録装置。
【請求項８】
　前記エラー発生領域判別部は、前記ベリファイ領域、前記ギャップ領域及び前記記録領
域のいずれの領域でエラーが発生したかを判別することを特徴とする請求項１～７のいず
れかに記載の情報記録装置。
【請求項９】
　前記ベリファイ部は、前記エラー発生領域判別部によって前記ギャップ領域でエラーが
発生したと判別された場合、次のデータの記録が終了した後の当該データのベリファイ時
に、エラーが発生した前記ギャップ領域をベリファイすることを特徴とする請求項１～８
のいずれかに記載の情報記録装置。
【請求項１０】
　情報記録媒体にデータを記録する記録ステップと、
　前記記録ステップにおいて記録されたデータが正しく再生できるかをベリファイするベ
リファイステップと、
　前記ベリファイステップにおいてベリファイされるベリファイ領域と、前記記録ステッ
プにおいてデータが記録される記録領域との間に所定間隔のギャップ領域を設け、ベリフ
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ァイ処理と記録処理とを回転待ちを挟んで連続して行う連続記録ステップと、
　前記連続記録ステップにおいてベリファイ処理及び記録処理が行われる過程においてエ
ラーが発生した場合、エラーが発生した領域を判別するエラー発生領域判別ステップと、
　前記エラー発生領域判別ステップにおいて判別されたエラーが発生した領域に応じてエ
ラー処理を行うエラー処理ステップとを含み、
　前記エラー処理ステップは、前記エラー発生領域判別ステップにおいて前記ギャップ領
域でエラーが発生したと判別された場合、前記エラー発生領域判別ステップにおいて前記
ベリファイ領域でエラーが発生したと判別された場合のエラー処理、及び前記エラー発生
領域判別ステップにおいて前記記録領域でエラーが発生したと判別された場合のエラー処
理と異なるエラー処理を行うことを特徴とする情報記録方法。
【請求項１１】
　前記エラー処理ステップは、前記エラー発生領域判別ステップにおいて前記ベリファイ
領域でエラーが発生したと判別された場合、及び前記エラー発生領域判別ステップにおい
て前記記録領域でエラーが発生したと判別された場合は、記録すべきデータをスペア領域
に記録する欠陥代替処理を含むエラー処理を行い、前記エラー発生領域判別ステップにお
いて前記ギャップ領域でエラーが発生したと判別された場合は、前記欠陥代替処理を含ま
ないエラー処理を行うことを特徴とする請求項１０記載の情報記録方法。
【請求項１２】
　前記エラー処理ステップは、前記エラー発生領域判別ステップにおいて前記ギャップ領
域でエラーが発生したと判別され、かつ連続記録ステップにおいてデータの記録開始まで
に記録準備が間に合わなかったと判別された場合、前記ギャップ領域の間隔を拡げること
を特徴とする請求項１０又は１１記載の情報記録方法。
【請求項１３】
　前記エラー発生領域判別ステップは、
　前記記録領域でエラーが発生したことを表す情報に基づいて、前記記録領域でエラーが
発生したか否かを判別する記録エラー判別ステップと、
　前記ベリファイ処理及び前記記録処理がどれだけ完了したかを表す情報に基づいて、前
記ベリファイ領域に記録されたデータのベリファイが完了したか否かを判別するベリファ
イ完了判別ステップと、
　前記記録エラー判別ステップと前記ベリファイ完了判別ステップとにおける判別結果に
基づき、エラーが発生した領域を特定する領域特定ステップとを含むことを特徴とする請
求項１０～１２のいずれかに記載の情報記録方法。
【請求項１４】
　前記エラー発生領域判別ステップは、
　前記記録領域でエラーが発生したことを表す情報に基づいて、前記記録領域でエラーが
発生したか否かを判別する記録エラー判別ステップと、
　前記ギャップ領域でエラーが発生したことを表す情報に基づいて、前記ギャップ領域で
エラーが発生したか否かを判別するギャップ領域エラー判別ステップと、
　前記記録エラー判別ステップと前記ギャップ領域エラー判別ステップとにおける判別結
果に基づき、エラーが発生した領域を特定する領域特定ステップとを含むことを特徴とす
る請求項１０～１２のいずれかに記載の情報記録方法。
【請求項１５】
　前記エラー発生領域判別ステップは、エラーが発生した領域のアドレスと、前記記録領
域のアドレスと、前記ギャップ領域のアドレスとに基づき、エラーが発生した領域を判別
することを特徴とする請求項１０～１２のいずれかに記載の情報記録方法。
【請求項１６】
　前記エラー発生領域判別ステップは、処理が完了した領域のセクタ数と、前記ベリファ
イ領域のセクタ数と、前記ギャップ領域のセクタ数とに基づき、エラーが発生した領域を
判別することを特徴とする請求項１０～１２のいずれかに記載の情報記録方法。
【請求項１７】
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　前記エラー発生領域判別ステップは、前記ベリファイ領域、前記ギャップ領域及び前記
記録領域のいずれの領域でエラーが発生したかを判別することを特徴とする請求項１０～
１６のいずれかに記載の情報記録方法。
【請求項１８】
　前記エラー発生領域判別ステップにおいて前記ギャップ領域でエラーが発生したと判別
された場合、次のデータの記録が終了した後の当該データのベリファイ時に、エラーが発
生した前記ギャップ領域をベリファイするギャップ領域ベリファイステップをさらに含む
ことを特徴とする請求項１０～１７のいずれかに記載の情報記録方法。
【請求項１９】
　記録されたデータが正しく再生できるかがベリファイされるベリファイ領域と、データ
が記録される記録領域との間に所定間隔のギャップ領域が設けられ、ベリファイ処理と記
録処理とが回転待ちを挟んで連続して行われる過程において、エラーが発生した場合、エ
ラーが発生した領域を判別するエラー発生領域判別回路と、
　前記エラー発生領域判別回路によって判別されたエラーが発生した領域に応じてエラー
処理を行うエラー処理回路とを備え、
　前記エラー処理回路は、前記エラー発生領域判別回路によって前記ギャップ領域でエラ
ーが発生したと判別された場合、前記エラー発生領域判別回路によって前記ベリファイ領
域でエラーが発生したと判別された場合のエラー処理、及び前記エラー発生領域判別回路
によって前記記録領域でエラーが発生したと判別された場合のエラー処理と異なるエラー
処理を行うことを特徴とする集積回路。


	header
	written-amendment

